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能登半島の絶滅危惧種「ウミミドリ群落」の
ドローンによる生育分布調査と被災地での

「ウミミドリ」の移植事例等の実態調査
 石川県活動地域

リーフレット 300 部

パンフレット 100 部

今年度計画の達成度 70 ％

目標達成度 70 ％

調査研究

ひろげる助成

1年目

活動内容と成果
● 全国的な新型コロナウイルス感染拡大のため、被災
地東北での「ウミミドリ」移植事例の現地調査は中止
となったが、目標達成のための成果品はほぼ計画通
り作成できた。
　 しかし、「絶滅危惧種ウミミドリの生息域外・保全」の
提案（政策提言）については、2022年3月、28年ぶりの
石川県知事選挙で知事が交代するなど、当初想定し
ていた課題解決に不可欠な行政的背景が大きく変化
した
● 目標達成度の観点からは、単年度計画の今回の活動
としては、妥当性（高すぎた）に問題があったと反省
している課　題

① 現在の志賀町指定文化財から石川県指定文化財昇格
への機運の醸成
② 公的施設等による「絶滅危惧種ウミミドリの生息域
外・保全」への取組み

目　標
解決したい二つの課題に向けて、その第一歩となる行
政機関への提案やその働きかけに必要な絶滅危惧種
「ウミミドリ」の現況DVD、リーフレット、パンフレッ
トを作成する。

〒920-1154 
石川県金沢市太陽が丘3-44
電話：090-4680-8945
E-mail：kbysmskkt@yahoo.co.jp

ドローンでのウミミドリ生育海岸の空撮写真ドローンでのウミミドリ生育海岸の空撮写真

石川県指定絶滅危惧種石川県指定絶滅危惧種
「ウミミドリ」「ウミミドリ」

ウミミドリの石川県文化財昇格問題のハードルは高いが、今回の提案（政策提言）
に対し、行政当局が地域の絶滅危惧植物の保護・保全事業に取り組むよう継続し
て、マスコミを巻き込んで関係者に働きかける。

今後の
展望

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
全国的な新型コロナウイルス感染拡
大のため、被災地での「ウミミドリ」
移植事例の現地調査が、最終的に中
止となった。

■工夫した点
インターネットによる文献調査の結
果、宮城県土木部の「ウミミドリ」移
植成功の報告の情報を入手できた。

（特非）　水辺に遊ぶ会

中津干潟が公的保全の枠組みに指定される
ことを目指すプロジェクト

 大分県活動地域

主要調査の回数 10 回
大型店における
ミニ写真映像展 25 日

今年度計画の達成度 90 ％

目標達成度 40 ％

実 践

ひろげる助成

1年目

活動内容と成果
渡り鳥調査、ベントス調査などでは調査回数が少な
かったものの一定の成果を上げることができた。写
真・映像展は大型店を会場に、想定より長期間、多く
の参加者を得ることができた。会として初めて行っ
た真夏のトンボ観察会には10人の参加があった。事
業の合間を見て適宜生物写真の撮影、一部映像撮影
も行った。勉強会は、講師選定に苦労したが、結果と
して一番的確な講師選択ができ、10人の参加があっ
た。キャンペーンとして、市内各団体にアクセスし
た。予定していた事業に関しては、ほぼ実施すること
ができたものと考える。課　題

中津干潟は、公的保全の枠がかけられていない。何らか
の公的枠組みの指定を受けるため、生物の基礎調査、勉
強会、キャンペーンを通じて、公的枠組みの指定を目指
す。

目　標
中津市民に中津干潟及びそこに暮らす生物群等につい
て多く知ってもらうこと。そのための調査実績の蓄積、
行政機関への働きかけなどを実施、公的枠組みへの指
定を実現する。 〒871-0024 

大分県中津市中央町
2丁目8番35号
電話：0979-77-4396
E-mail：info@mizubeniasobukai.org
HP：http://mizubeniasobukai.org

ミニ写真・影像展を通した中津干潟PRキャンペーンミニ写真・影像展を通した中津干潟PRキャンペーン

公的保全の枠勉強会風景公的保全の枠勉強会風景

調査実績の蓄積を中心に、キャンペーン用の写真映像の記録を行う。公的枠組みに
ついては、OECMが最も有望であることが分かってきたので、他の保全枠組みも
学びつつ重点を決めて実施していきたい。

今後の
展望

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
調査者の一人が新型コロナウイルス
に感染し、予定の調査回数を行うこ
とができなかった。ドローンがプロ
グラム飛行できなかった。

■工夫した点
ドローン活用は、可能な限り飛行回
数を増やし、プレ調査を行った。結
果、これまで難しかった産卵調査が
容易になった。
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